
胆振管内における感染防止対策の取組

１ 感染状況 （7月以降）

２ 感染防止対策

⃬ 新規感染者数 ⃬

▶ 7月中旬から増加傾向

※8月3日現在

17.1人／週

 人口10万人あたり

⃬ 感染者年齢層 ⃬

 20～30代が約5割

 60歳未満が約8割

▶ 若年層で感染が拡大

⃬ 感染経路 ⃬

▶ 職場での感染が最多

 9日間に4件の集団

感染が事業所等で

立て続けに発生

⃬ 市町村別感染状況 ⃬

▶ 苫小牧市で感染が拡大

 苫小牧市が約8割

※6月20日～7月31日公表分

109人／135人

苫小牧市との連携

⃬ 苫小牧市の取組 ⃬

 北海道へのまん延防止等重点措置の適用、厳しい感
染状況を踏まえ、市長メッセージを発出（8月2日）

苫小牧市の感染拡大を受け、7月から苫小牧

市と振興局（含保健所）の連絡調整会議を

継続的に実施し、対応策を検討
 公共施設における札幌市等の感染拡大地域からの利

用を制限（～8月31日）
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胆振管内における感染防止対策の取組
若者向け呼びかけ

振興局・教育局若手職員ＰＴが制作する管内の若者に

向けた「かわら版」 を継続的に発行

事業者向け呼びかけ

パンフレットを作成し、改めて、基本的な感染対策の徹

底を呼びかけるとともに、職場での感染リスクが高い

場所の再点検を依頼

引き続き、感染対策の徹底を呼びかけるとともに、

今後のワクチン接種に向けた啓発を実施予定

 これまでに8回発行

 振興局ＳＮＳ・ＨＰで公開、管内全大学・専門学校で掲示

２

 各種団体に周知・配布

 振興局・市町ＨＰ・ＳＮＳで公開、庁舎等で配布


